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よ
」
な
ど
と
い
っ
た
簡
単
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
外
部
指
導
員
に
し
て
い
た
だ
く
な

ど
し
た
。

　

３
年
生
の
授
業
で
は
、
防
具
を
着
け

る
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
、
生
徒
は
体

育
館
に
来
る
な
り
、
自
分
の
サ
イ
ズ
に

あ
っ
た
防
具
を
ロ
ッ
カ
ー
か
ら
持
ち
寄

り
、
垂
れ
と
胴
だ
け
を
着
け
、
面
と
小

手
は
前
に
置
い
て
整
列
を
す
る
。

　

防
具
を
着
け
る
際
に
も
外
部
指
導
員

が
見
て
お
り
、
着
け
方
が
間
違
っ
て
い

た
り
、
手
間
取
っ
て
い
る
生
徒
を
手
伝

っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
生
徒
は
正
座
を
し
て
先
生

方
を
待
つ
。
正
座
を
す
る
際
に
は
〝
左

座
右
起
〟
を
徹
底
し
た
。
先
生
方
に
は

前
列
に
並
ん
で
い
た
だ
き
、
黙
想
・
礼

を
し
た
。
こ
れ
は
生
徒
に
本
物
の
黙
想

に
示
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
う
す
る
こ

と
で
生
徒
の
理
解
を
助
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

ま
た
、
打
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
お

り
、「
そ
の
時
に
少
し
下
が
る
と
い
い

外
部
指
導
員
の
活
用
例
　
剣
道
②

　

今
回
は
実
際
の
授
業
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

外
部
指
導
員
の
方
々
に
は
模
範
を
示
し
て
も
ら
っ
た
り
、
技
の
学
習
場

面
に
お
い
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
学
習
の
場
面
で
は
巡
回
指
導
も
お
願
い
し
た
。

　

生
徒
が
学
習
す
る
上
で
、
本
物
に
触
れ
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
で
、
今

回
、
本
物
の
剣
道
家
に
授
業
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
私
に
と

っ
て
も
生
徒
に
と
っ
て
も
、
大
変
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

　

今
年
度
以
降
の
授
業
に
お
い
て
も
、
外
部
指
導
員
の
先
生
方
に
お
手
伝

い
を
お
願
い
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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前
号
で
外
部
指
導
員
を
活
用
す
る
に

い
た
っ
た
経
緯
や
そ
の
準
備
、
指
導
計

画
、
生
徒
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
工

夫
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
今
回
は
実
際

の
指
導
を
紹
介
す
る
。

　

事
前
打
合
せ
の
後
に
作
成
し
て
い
た

だ
い
た
外
部
指
導
員
の
予
定
表
に
合
わ

せ
て
、
全
11
回
の
授
業
中
、
多
い
日
で

７
名
、
少
な
い
日
で
も
４
名
の
外
部
指

導
員
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
。

　

外
部
指
導
員
は
全
員
、
持
参
の
防
具

を
つ
け
て
指
導
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
っ

た
。
ま
た
、
一
人
の
先
生
は
、
終
盤
の

授
業
に
真
剣
を
持
っ
て
こ
ら
れ
、
真
剣

を
用
い
た
模
範
演
技
を
披
露
し
て
い
た

だ
い
た
。

　

外
部
指
導
員
活
用
の
最
大
の
利
点

は
、
本
物
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

技
を
学
習
す
る
と
き
は
、
前
も
っ
て

打
ち
合
わ
せ
を
し
、
技
の
見
本
や
練
習

方
法
の
見
本
な
ど
を
示
し
て
も
ら
っ

た
。
ま
た
、
戸
賀
崎
正
道
先
生
か
ら
一

言
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
も
打
ち
合
わ
せ
た
。

　

実
際
の
授
業
に
お
い
て
は
、
そ
の
と

き
に
学
習
す
る
技
術
の
初
め
の
説
明
は

私
が
行
っ
た
が
、
模
範
を
外
部
指
導
員

準備運動の後、生徒は竹刀を持って整列する。
そのとき、前後左右の間隔をしっかりと取り、素振りを行っても他の生徒に竹刀が当たらないように注意する

左座右起を徹底し、正座をして先生を待つ

１ ２実
際
の
授
業
の

進
め
方

外
部
指
導
者
活
用
に

向
け
た
準
備

３ ４ ５ ６○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

ま
と
め

７○
○
○
○
○
○

８○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

外
部
指
導
員
活
用
の

課
題
と
対
策

準備運動の流れ

体育館を３周
↓

竹刀を持って、整列
↓

体操隊形に開き、準備運動
↓

竹刀を使ったストレッチ
↓

腕立て伏せ 20 回

基本練習の流れ

素振り（前進、後退）20 回
↓

上下振り（前進、後退）20 回
↓

早素振り 20 回
↓

切り返し３回
↓

面と小手を着ける
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切
り
返
し
３
回
を
行
う
。

　

始
め
の
方
の
授
業
で
は
、
基
本
練
習

も
外
部
指
導
員
の
方
々
に
一
つ
ず
つ
見

本
を
示
し
て
も
ら
い
、
正
確
な
素
振
り

か
ら
切
り
返
し
ま
で
を
生
徒
に
マ
ス
タ

ー
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

次
に
、
面
と
小
手
を
着
け
て
の
練
習

に
移
る
。
面
と
小
手
を
着
け
る
と
き
も

外
部
指
導
員
に
目
を
配
っ
て
い
た
だ

き
、
面
の
紐
の
結
び
方
が
間
違
っ
て
い

る
生
徒
の
手
伝
い
な
ど
を
率
先
し
て
行

っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

面
と
小
手
を
着
け
て
か
ら
は
受
け

方
・
打
ち
方
、
課
題
練
習
や
自
由
練

や
礼
を
見
せ
る
た
め
に
毎
回
行
っ
て
い

る
。そ
の
後
、本
日
の
ね
ら
い
を
話
し
、

準
備
運
動
に
移
る
。

　

準
備
運
動
の
前
に
体
育
館
を
３
周
走

る
。
生
徒
は
走
り
終
わ
り
次
第
、
各
自

竹
刀
入
れ
か
ら
竹
刀
を
抜
き
取
り
、
自

分
の
場
所
に
整
列
す
る
。
そ
の
後
、
体

操
隊
形
に
開
い
て
体
育
委
員
を
中
心
に

準
備
運
動
を
行
い
、
竹
刀
を
使
っ
た
ス

ト
レ
ッ
チ
を
し
た
後
に
腕
立
て
伏
せ
20

回
を
行
う
。

　

続
い
て
、
基
本
練
習
と
し
て
、
素
振

り
（
前
進
、
後
退
）
20
回
、
上
下
振
り

（
前
進
、後
退
）20
回
、早
素
振
り
20
回
、

３年生　指導計画

＜オリエンテーション＞
○ゲストティーチャーの紹介と指導の役割を解理する。
○剣道の歴史や特性、礼法の重要性、相手を尊重し、伝統的な
行動の仕方を理解させる。

○礼法（左座右起）を確認させる。
○前段階の学習を振り返るとともに、今段階の学習のねらいと
内容を理解する。

○グループ編成と役割分担をする。
○学習目標と学習計画を立てる。
○用具の扱い方と安全について理解する。
○準備運動の確認をする…①垂れ・胴をつけランニング②準備
運動③ストレッチ④いろいろな素振り⑤切り返し　等

ねらい１

今までに身につけた技を使って、練習や試合ができる

今までに身につけた技を使って、練習や試合ができる。
①基本動作の練習をする。
　・構えと体さばき、足さばき、正面、右胴、右小手打ち
②しかけ技の練習をする。
　・二段の技（小手−面、面−胴　等）
　・払い技（払い面、払い小手）
　・出ばな技（出ばな面、出ばな小手　等）
　・引き技（引き面、引き胴　等）
③応じ技の練習をする。
　・抜き技（面抜き胴、小手抜き面、面抜き面　等）
　・すり上げ技（小手すり上げ面、面すり上げ面　等）
　・返し技（面返し胴）
　・打ち落とし技（胴打ち落とし面）
④総合的な練習をする。
　・切り返し（打ち返し）
　・打ち込み練習
　・かかり練習（かかり稽古）
　・自由練習
⑤試合１を行う。
　・円陣試合（１本勝負）
　・個人リーグ戦
　・グループ対抗戦
※ねらい２に向けて各自やグループの課題を設定する。

ねらい２

得意技を身につけ、それを生かして練習や試合ができる

①得意技を身につけるために、これまで学習した技を選択して
練習する。

※２人１組やグループで選択して練習する。
※うまくいかない場合には、技を変更して練習する。
※新しい技に挑戦して練習する。
②総合的な練習をする。
　・約束練習、打ち込み練習、自由練習　等
③試合２を行う。
　・個人トーナメント
　・グループトーナメント
※審判は３人で行い、有効打突の見きわめや審判法について学
習する。

※記録や運営について、お互いに協力して行う。

高まった技能で簡易試合を楽しむ。単元の学習を振り
返り、学習のまとめをする

①選択した技の課題解決練習をする。
　・得意技としたい技を選択する。
　・課題を確認する。
　・技や課題に応じた練習を選択し練習する。
　・自由練習をする。
②まとめの試合を行う。
　・団体戦
　・総当たり戦
③学習の成果を評価する。

武道（剣道）学習指導計画（案・抜粋）
平成 24 年度

習
、
グ
ル
ー
プ
練
習
、
し
か
け
技
の
練

習
、
総
合
的
な
練
習
、
打
ち
込
み
練
習

な
ど
を
行
っ
た
。

　

特
に
グ
ル
ー
プ
練
習
で
は
、
各
班
に

共
通
す
る
課
題
や
、
得
意
技
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
練
習
を
行
っ
た
。
そ
の
際

に
は
、
外
部
指
導
員
に
巡
回
し
て
も
ら

い
、
各
班
の
練
習
を
見
る
と
と
も
に
、

各
班
の
生
徒
が
技
に
つ
い
て
自
由
に
質

問
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

全
体
の
授
業
計
画

　

外
部
指
導
員
を
活
用
し
て
い
る
３
年

生
の
授
業
で
は
、
学
習
指
導
計
画
と
し

て
、「
今
ま
で
身
に
つ
け
た
技
を
使
っ

て
、
練
習
や
試
合
が
で
き
る
」
を
ね
ら

い
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
３
年
生

で
は
前
述
の
基
本
動
作
の
他
に
新
た

に
、
払
い
技
、
出
ば
な
技
、
引
き
技
、

抜
き
技
、
す
り
上
げ
技
、
返
し
技
、
打

ち
落
と
し
技
の
指
導
を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
、
８
時
間
目
の
授
業
で
は
試

合
を
行
う
に
い
た
っ
た
。

　

試
合
は
個
人
戦
を
リ
ー
グ
形
式
で
行

っ
た
。
試
合
時
間
１
分
の
三
本
勝
負

で
、
審
判
も
生
徒
同
士
で
行
っ
た
。
時

間
が
あ
る
と
き
に
は
外
部
指
導
員
同
士

の
試
合
を
行
う
な
ど
も
し
た
。

　

試
合
に
あ
た
っ
て
は
剣
道
学
習
グ
ル

ー
プ
対
戦
表
を
作
成
し
、
組
み
合
わ
せ

表
の
他
に
、
反
則
、
打
突
、
勝
負
の
判

定
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
意
点
を

掲
載
し
た
。

　

胴
の
打
突
部
位
に
つ
い
て
は
、
学
習

し
た
こ
と
の
あ
る
左
胴
の
み
と
し
、
右

胴
に
つ
い
て
は
有
効
打
突
部
位
と
は
し

な
か
っ
た
。

　

勝
敗
は
二
本
先
取
し
た
場
合
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
判
定
に
よ
っ
て
も
行
っ

た
。
こ
の
場
合
、
試
合
時
間
中
の
技
能

の
優
劣
に
よ
っ
て
勝
敗
を
決
め
た
他
、

抽
選
に
よ
っ
て
勝
敗
を
決
め
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

剣 道 学 習 グ ル ー プ 対 戦 表
久喜市立久喜南中学校 年 組 班

名前

名前
縦で見る

ト
勝 勝 勝 勝 勝 勝 勝 勝 勝 勝 勝 勝 勝 勝 勝 勝 勝

Ｉ

タ 敗 敗 敗 敗 敗 敗 敗 敗 敗 敗 敗 敗 敗 敗 敗 敗 敗

ル 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

◎反則
①相手や審判員に非礼な言動をしたとき、「不正用具」を使ったときには負けとなる。
②次の行為は反則として２回犯すと相手に一本が与えられる（同時反則は相殺し、反則としない）。
ア 試合中に場外に出る。 イ 相手の竹刀を握る。ウ相手に足をかける、払う。
エ 相手の肩に故意に竹刀をかける。 オ 不法に場外へ相手を押し出す、突き出す。
カ 不当なつばぜりあいをする。 キ 不法に相手の身体に手をかける、かかえる。
ク 自分の竹刀を両手からはなしたとき。ただし、落とした直後に有効打突加えられた場合は、

反則としない
◎打突

①打突ができるのは、次の部位である。
ア 面部…正面、右面、左面 イ 胴部…左胴
ウ 小手部…右小手および左小手。中段の構えの右小手（左手前の左小手）および中段以外の構え

などのときの左小手または右小手。
②有効打突…充実した気勢と正しい姿勢によって、打突部位を竹刀の打突部で正しく打突し、残心の

あるとき、有効打突と判定され「一本」となる。
③次の場合の正確な打突も有効になる。

ア 竹刀を落としたり、倒れたりした者に、ただちに加えた打突。
イ 一方が場外に出ると同時に加えた打突。

④次の場合は有効打突とされない。
ア 相打ちのとき。 イ 被打突者の剣先が相手の上体前面についてその気勢、姿勢が充実してい

るとき。
◎勝負の判定

①先取勝ち
ア 試合時間内に二本先取した方を勝ちとする。
イ 延長戦では、一本先取した方を勝ちとする。
ウ 試合時間内に、一方だけが一本を取ったときは、そちらを勝ちとし、延長戦は行わない。

②判定勝ち
ア 試合時間内または延長戦で勝負が決まらないときは、判定で勝負を決めることもある。
イ 判定勝ちの基準は、技能の優劣を優先し、ついで試合態度の良否により判定する。
ウ 抽選によって勝敗（または引き分け）を決める場合もある。
エ 判定、抽選で勝敗を決めたときは、勝者に一本を与える。

剣道学習グループ対戦表

外部指導員に面の紐を直してもらう

見本を示す外部指導員

１ ２実
際
の
授
業
の

進
め
方

外
部
指
導
者
活
用
に

向
け
た
準
備

３ ４ ５ ６○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

ま
と
め

７○
○
○
○
○
○

８○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

外
部
指
導
員
活
用
の

課
題
と
対
策
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外
部
指
導
員
活
用
の
課
題
と
対
策

　

外
部
指
導
員
を
活
用
す
る
上
で
、
課

題
と
な
る
の
は
、
授
業
時
間
が
一
定
し

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
昨

年
度
は
火
曜
日
が
３
時
間
目
と
６
時
間

目
と
な
り
、
授
業
の
時
間
が
午
前
と
午

後
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た

め
、
３
時
間
目
は
来
ら
れ
る
が
６
時
間

目
は
来
ら
れ
な
い
先
生
や
、
そ
の
逆
の

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　

今
後
、
外
部
指
導
員
の
方
の
負
担
や

生
徒
へ
の
学
習
効
果
を
考
え
る
と
、
剣

道
の
期
間
の
み
、
授
業
を
午
前
中
に
続

け
て
行
え
る
よ
う
に
組
み
替
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
毎
時
間
一
定
の
外
部
指
導
員

が
指
導
に
来
な
い
こ
と
も
課
題
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
。
外
部
指
導
員
の
方
の
都

合
も
あ
る
こ
と
な
の
で
、
致
し
方
な
い

こ
と
で
も
あ
る
が
、
も
し
毎
回
一
定
の

指
導
者
が
来
る
と
す
れ
ば
、
課
題
別
の

指
導
が
で
き
、
成
長
過
程
で
の
班
移
動

や
課
題
の
変
更
が
可
能
と
な
る
。

グループ学習の際は外部指導員に巡回してもらい、各班の指導にあたってもらった
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ま
と
め

　

昨
年
度
か
ら
剣
道
の
授
業
に
外
部
指

導
員
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
生
徒
に
本

物
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

23
年
度
の
授
業
で
は
、
お
し
ゃ
べ
り

も
多
く
、
集
中
力
が
持
続
し
な
い
生
徒

た
ち
で
あ
っ
た
が
、
本
年
度
は
授
業
に

も
緊
張
感
が
生
ま
れ
、
意
欲
や
関
心
も

高
ま
っ
た
こ
と
を
実
感
で
き
た
。

　

ま
た
、
剣
道
が
苦
手
と
考
え
て
い
た

生
徒
の
中
に
も
、
外
部
指
導
員
の
指
導

に
よ
り
技
術
の
習
得
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
楽
し
く
な
っ
た
と
い
う
者
も
い

た
。

　

生
徒
の
成
長
と
い
う
観
点
か
ら
も
外

部
指
導
員
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
大
成
功
だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

今
年
度
も
剣
道
授
業
に
外
部
指
導
員

を
活
用
す
る
予
定
だ
が
、
早
め
に
戸
賀

崎
先
生
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
先
に
述

べ
た
課
題
を
一
つ
で
も
解
決
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。
ま
た
今
年
、
班
対
抗
の

試
合
（
団
体
戦
）
も
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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中
売
発
評
好


